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【新潟市総合計画とは】 

●新潟市が目指すまちづくりのあり方を示すもので、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成されています。 

 区ビジョンまちづくり計画の上位計画です。 

●「基本構想」「基本計画」は、令和５年度から８年後の令和１２年度までを計画期間とし、新潟市の目指すまち 

   づくりの方針と、その実現に向けた政策と施策について記載するものです。 

また、施策の実現に向けた具体的な取り組みを掲載する「実施計画」は、計画期間の中間である令和８年度に

必要な見直しを行う予定です。  

【区ビジョン基本方針とは】 

●秋葉区の将来像や目指す方向性などを示すものです。 

●新潟市総合計画の「基本計画」の一部として策定されます。 

●秋葉区自治協議会で検討・審議し、新潟市議会の議決を経て策定しました。 

【区ビジョンまちづくり計画とは】 

●「基本計画」と「実施計画」で構成され、うち「基本計画」は、区ビジョン基本方針を踏まえ、より具体的な取り 

   組みの方向性を示すものです。 

●計画期間は、令和５年度から令和１２年度までの８年間となります。構成は、「第１章 秋葉区の概要」「第２章  

   秋葉区区ビジョンまちづくり計画の体系図」「第３章 秋葉区の現状、特性と課題／まちづくりの方針・取り 

   組み」となっています。 

●「実施計画（別冊）」は、２年ごとに策定し、進捗管理を行っていきます。 

はじめに  

 秋葉区区ビジョンまちづくり計画は、新潟市総合計画の一部である区ビジョン基本方針の実

現に向けた取り組みと、実施計画に相当する具体的な取り組みを示した秋葉区のまちづくり

計画です。 

 計画期間は、令和５年度から令和１２年度までの８年間とします。 

 ただし、実施計画は、取り組みの実施状況や社会・経済状況の変化などに対応するため、２年

ごとに策定し進捗管理を行います。 



 

5 

【SDGs(持続可能な開発目標）とは】 

●２０１５年９月開催の「国連持続可能な開発サミット」で採択された、よりよい未来をめざすための2030年まで 

   の世界共通の目標「Sustainable Development Goals」の略称です。 

●新潟市総合計画の基本構想に掲げた「持続可能なまちづくり」という方向性は、まさにSDGsにおける持続可能 

   な開発（将来世代のニーズに応える能力を損ねることなく、現代の世代のニーズを満たす開発）の考え方と一致 

   しています。 

●新潟市総合計画においても「経済」「社会」「環境」の３側面の調和など、SDGsの基本的な考え方を意識して、そ 

   れぞれの政策・施策を推進することとしています。 

●全ての政策分野及び行財政運営において、市民・民間事業者・国・県・周辺市町村など多様な主体とのパートナー 

   シップを活かした施策推進を重視していきます。 

新潟市総合計画 

基本構想 

まちづくりの理念と 

目指す都市像 

基本計画で示した 

施策を実現するための 

具体的な取り組み 

実施計画 

基本的な政策や施策 

土地利用の基本的方針 

基本計画 

区ビジョン基本方針 

基本計画 

第１章 秋葉区の概要 

     1 地勢 ２ 歴史 ３自然 ４人口 

     ５ 土地利用 ６ 交通 

 

第２章 秋葉区区ビジョンまちづくり 

     計画体系図 

 

第３章 秋葉区の現状と課題と 

     まちづくりの方針 

上 記 で 示 し た 方 針 を 実 現 す る 

ための具体的な取り組み（別冊） 

実施計画 

区ビジョンまちづくり計画 
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各区のすがた 

（出典） 

人口：国勢調査（R2）、推計値（新潟市全体）は国勢調査（R2）および人口動態統計特殊報告（H25～H29）から算出した新潟市独自推計値 

推計値（各区）は新潟市全体の推計人口を、新潟市独自推計である「各区将来推計人口（H30） 」の男女別5歳階級別の構成比から算出し

たもの 

人口動態：新潟県人口移動調査（R3） 

世帯：国勢調査（Ｒ２） 
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面積：全国都道府県市区町村別面積調（R4.1) 

農・工・商業：2020農林業センサス、工業統計調査（Ｒ２）、経済センサス（H28） 
 

（※１）推計値（新潟市全体）と推計値（各区）は、基準としているデータが異なるため、 

    区別、年齢別の区別人口の合計値は新潟市全体の年齢別人口と一致しない 
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   新潟市はこれまでの間、分権型政令市を目指し、市民生活に密着した行政サービスはできる

だけ区役所が行うことができるよう、８つの区役所を市政のメーンステージと位置づけ、区が持

つ権限や財源の強化を図ってきました。 

   また、地域のことを地域自らが考え、自らが行動できることを目指し、自治基本条例の制定

や、区自治協議会の設置により、地域の特性を活かした自治を進めてきました。 

   ８つの区は、それぞれの地域を形づくってきた歴史と固有の文化、地域資源や風土に合った産

業など、様々な特色と魅力にあふれています。それぞれの区の持つ特色と魅力が「新潟市」とい

う集合体として一つになることで、「都市と田園の調和によりもたらされる暮らしやすさ」をはじ

めとした、新潟市の「強み」を生み出しています。 

   人口減少時代に躍進する「活力あふれるまちづくり」と「持続可能なまちづくり」を進め「田園

の恵みを感じながら心豊かに暮らせる日本海拠点都市」を実現するためには、区の特色を活かし

たまちづくりを推進するとともに、区を超えた連携や多様な主体との協働を進め、その魅力を発

展させ続けていくことが重要です。 

   これまで以上に区の特色を前面に押し出しながら、地域の特性を活かした活力と魅力あふれ

る区づくりを進められるよう、必要な予算や権限を持つ自治性の高い区役所を目指し、まちづく

りの多様な主体と一体となって区政を推進していきます。 

   併せて、安心して暮らせる社会、持続可能な住民自治の仕組みをつくりあげていくため、市民

や地域と進める住民自治を一層推進していくことで、分権型の市政運営を行います。 

   こうした考えのもと、区民のご意見をお聞きしながら、区自治協議会と区役所が協力・連携し

て策定した、区におけるまちづくりの基本的な方針となる「区ビジョン基本方針」を、基本計画の

一部として掲げます。 

   また、「区ビジョン基本方針」に、「区の将来像」や「目指す区のすがた」を示し、区民と意識を共

有するとともに、「区の特色」を掲げ、区の持つ魅力や強みを活かした、個性あふれるまちづくり

を進めていきます。 

   各区においては、「区ビジョン基本方針」に基づ

き、まちづくりの具体的な取組を示す「区ビジョン

まちづくり計画」を策定し、区民と一緒に取組を推

進していきます。 

区におけるまちづくりの方向性 
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秋葉区区ビジョン 

基本方針 
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里山と水に囲まれて 花と緑あふれる 笑顔咲きそろうまち 

○産学公民が連携して、里山を拠点とした人と人と 

   のつながりや学習環境の充実と健康づくりの取り 

   組みを通して、多くの区民が集い、里山とまちが一 

   体となった賑わいを創出し、愛着と誇りを持てる秋 

   葉区ならではの里山文化※の創造を目指すととも 

   に魅力を発信していきます。 

○人々にやすらぎと潤いをもたらす緑豊かな里山や 

  河川などの恵まれた自然環境を次世代に引き継ぐ 

  べき貴重な財産ととらえ、人と自然が調和した美し 

  い景観の保全と活用を図ります。 

○多様な主体がそれぞれの立場で、主体的にかつ協 

  働しながら、環境に配慮したライフスタイルへの転 

  換に取り組み、まちづくりと一体となった脱炭素※ 

    社会の構築を推進するとともに、再生可能エネル 

  ギー※システムの構築を図ります。 

○住民・地域・行政・学校が地域で連携・協働する、活 

  気あふれる、楽しく、元気な、まちを目指します。 

○持続可能なまちづくりのため、区民との協働によ 

  る、しなやかで柔軟な防犯・防災の地域づくりに努 

  め、地域で助け合う安全・安心なまちを目指します。 

○お互いを思いやる心、地域でともに助けあい支え 

  あう心、自然にも人にもやさしい心を育み、 誰も 

  が笑顔ではつらつと暮らせるまちを目指します。 

○秋葉区の特色を活かしながら、多様な主体が協働 

  しながら、子育て・教育環境を創り、次世代を育み  

  続けたいと思えるまちづくりを目指します。 

○里山や鉄道、石油、花き・花木、町屋など、歴史ある 

   文化や宝物を地域との協働により、内外へ積極的  

   に情報発信するとともに、受入体制の充実を図る 

   ことで、移住・定住・関係人口※を増やし、区の個性 

   を活かした観光交流の盛んなまちを目指します。 

○秋葉区固有の文化の継承と創造による発展と、ス 

  ポーツ活動の振興に努め、健康で心身ともに豊か    

   に過ごせるまちを目指します。 

○秋葉区の食材・人材などの恵まれた地域資源を活 

   かし、農商工・産学官の連携による企業誘致を目指 

   すとともに、次世代に向けた新しい技術や産業を 

   生み出し、新たな可能性が育ち定着するまちづくり 

   を進めます。 

○全国屈指の花き・花木の園芸産地の価値を発信す 

   るとともに、地域の魅力的な農産物のブランド化 

   の推進や新技術の導入、担い手の育成に取り組む 

   ことで安定した農産物の供給を目指します。 

○地域の暮らしや教育、産業など様々な分野でデジ 

  タル化を推進し、全ての人が孤立することなくメ 

   リットを享受できるまちを目指します。 

○秋葉区ならではの魅力の発信を強化し、働き方の 

   変化による地方暮らしへの関心の高まりをとらえ、 

   移住の促進と関係人口の創出を図ります。 

環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

歴史と個性を活かすまち 可能性を生み出し・育て・活かすまち 

区の将来像 

 ＊秋葉区ならではの里山文化 … 里山とまちが一体となった地域性や関連施設、里山活動団体等の取り組み。 

 ＊脱炭素 … 地球温暖化の原因となるCo2などの温室効果ガス排出を防ぐために、石油や石炭などの化石燃料から脱却すること。 

 ＊再生可能エネルギー … 太陽光や風力など、永続的に利用することができる再生可能エネルギー源を利用することにより生じる 

                   エネルギーの総称。 

 ＊関係人口 … 移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々。 
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第一章 
 

秋葉区の概要 
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（１）地勢 

新潟市の南東部に位置している秋葉区は、北は新潟市

江南区に、東は阿賀野市に、南は五泉市、田上町に、西は

新潟市南区に隣接しています。 

秋葉区は、新潟市8区の中で西蒲区、北区、南区に次ぐ

面積（95.38㎢：令和４(2022)年）で、全市域の約13%

を占めています。 

（２）歴史 

現在の秋葉区は、中世「金津保（かなづのほ）」という公領の範囲内でした。江戸時代になると、新発田

藩・村上藩などに支配され、新田開発が進みます。また、能代川（現・新津川）沿いの新津と信濃川沿いの

小須戸は、船着き場から六斎市が開かれる在郷町へと発展しました。明治12（1879）年、新津には中蒲

原郡の郡役所が置かれました。 

町村合併によって、現在の秋葉区は明治34（1901）年までに新津・小須戸の2町と6村になりました。

阿賀浦村・満日村・荻川村と合併した新津町は、昭和26（1951）年に新津市となり、30年に金津村・小合

村、32年に新関村と合併しました。平成17（2005）年に新津市と小須戸町は新潟市と合併し、19年の

政令指定都市移行に伴い、旧新津市と旧小須戸町の区域が「秋葉区」となりました。 

＜里山と遺跡＞ 

信濃川と阿賀野川に挟まれた秋葉丘陵は、古くから里山として

人々の生活と深くつながっていました。丘陵には狩猟に使われた約

2万年前の石器が点々と残され、新潟市域でも最も古い人々の営み

の痕跡となっています。 

秋葉区内の遺跡で最も有名なのが、国史跡「古津八幡山遺跡」で

す。今から2000年ほど前（弥生時代後期）、丘陵の上に濠（ほり）を

めぐらせた高地性集落が営まれました。また、今から1600年ほど前

には、直径60メートルと県内最大規模の円墳が築かれます。奈良・

平安時代には製鉄も行われていました。 

「古津八幡山遺跡」は復元整備され、時代の移り変わりや東北・北陸など他地域との交流の様子などを

うかがい知ることができます。 

＜日本一だった新津油田＞ 

  668年、「燃ゆる土と燃ゆる水」を都へ献上したと『日本書紀』に記される越の国（新潟県）。その中で

も、にいつ丘陵では古くから原油や天然アスファルトが産出していました。江戸時代には真柄仁兵衛が新

発田藩の許可を得て、原油の採掘を始めます。明治時代以降、新しい技術が次々と導入されることで、新

津油田の産油量は飛躍的に増大し、日本を代表する油田となりました。 

 新津油田での原油採掘は平成8（1996）年に終了しました。国史跡

「新津油田金津鉱場跡」にあるやぐらやポンピングパワーなどの遺構

は、原油を採掘して水分を切り、製油所へ送り出すまでのシステムと

して、それぞれがつながり合って機能していたことを物語っていま

す。その金津鉱場を開発した中野貫一の邸宅（中野邸記念館）は、「日

本の石油王」とも称された繁栄ぶりを今に伝えています。 

古津八幡山遺跡 

秋葉山から市街地を望む 

新津油田金津鉱場跡 



 

13 

（３）自然 

秋葉区は、東に阿賀野川、西に信濃川、北には小阿賀野川、区の中央には能代川・新津川が流れ、南に

は秋葉丘陵が広がる自然豊かな区です。 

広大な秋葉丘陵には、いくつもの公園や遊歩道が整備

されており、四季折々に森林浴やバードウォッチングなど

市民の憩いの場として親しまれています。 

特に秋葉公園は、秋葉丘陵の中でも代表的な公園です。

眺望のきく丘陵地を生かして、休憩場所、展望台、アスレ

チック、運動広場、動植物観察、キャンプ場など野外活動の

ための魅力的な施設がたくさんあり、これらは遊歩道など

によって結ばれ、広い範囲を自由に散策できるようになっ

ています。 

＜鉄道のまち新津＞ 

「西の米原、東の新津」とも称される「鉄道のまち新津」。その歩みは、明治30（1897）年の北越鉄道

（現・信越本線）開通から始まります。新津駅・矢代田駅は、その中間駅として開業しました。その後、岩越

線（現・磐越西線）や新発田線（現・羽越本線）が開業します。3路線が乗り入れる日本海側の鉄道輸送の要

衝となった新津には、機関区（現・JR東日本新津運輸区）や国鉄の工場（現・株式会社総合車両製作所新津

事業所）が置かれました。現在、秋葉区内には7つの駅があります。 

 また、平成11（1999）年には、新津第一小学校の校庭で保存されていた蒸気機関車「C57-180」が

地元の要望によって復活し、「SLばんえつ物語」として磐越西線で定期運行しています。 

＜花とみどりの秋葉区＞ 

秋葉区のうち、信濃川に近い地域では江戸時代から花き・

花木や果樹の栽培が盛んに行われていました。古田にある県

天然記念物「八珍柿原木」は、推定樹齢300年で「おけさ柿」や

「庄内柿」のルーツです。また、大正8（1919）年には、小田喜

平太が日本で初めて商業用の大規模なチューリップの球根栽

培を始めました。新潟市はチューリップの一大産地となり、

チューリップは新潟市の市花に制定されています。 

区内には新潟県立植物園をはじめ、花き園芸に関する施設

が多くあります。新潟市が日本一の生産量を誇るアザレア・ 

ボケや、クリスマスローズなど色鮮やかな花々がまちの四季を

彩っています。 

ＳＬばんえつ物語 旧新津機関区 

アザレア 

白玉の滝 
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（５）土地利用 

用途別の土地利用面積割合では、田畑と山林で6割以上を占めています。 

人口密度は新潟市8区の中で高い方から4番目（952人）で、全市の人口密度（1,073人）よりも低く

なっています。 

（６）交通 

国道４０３号が南北に、国道４６０号が東西に通っているほ

か、新潟と福島を結ぶ磐越自動車道の新津インターチェンジ、

新津西スマートインターチェンジがあります。 

鉄道は、区内に７つの駅が設置されており、新津駅ではＪＲ

信越本線、羽越本線と磐越西線が交わっています。磐越西線

を走る「ＳＬばんえつ物語」が、４月～１１月の週末を中心に運行

しています。 

バスは新津駅を中心に市中心部、南区や五泉市方面などへ

運行され、区民の足として、秋葉区区バスを運行しています。 

（４）人口 

令和４年(2022)年３月末現在の秋葉区の人口（住民基本台帳人口）は、75，642人です。 

秋葉区は、8区の中で４番目の人口規模で、65歳以上の老年人口は24，408人。高齢化率が32.1％

と高くなっています。 

平成22年の国勢調査の結果を基準として将来の人口を推計すると、令和7年（2025年）には 

約73，000人、令和１7年（2035年）には約68，000人と約1万人の減少が見込まれ、その内、年少人

口・生産年齢人口が減少し続けると見込まれています。 

区バス 

※推計値は５歳階級毎に按分計算し積み上げているため、年齢３区分の人口と区全体の人口が合わない場合があります。 
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第二章 
 

秋葉区区ビジョンまちづくり計画 

体  系  図 
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里
山
と
水
に
囲
ま
れ
て 

花
と
緑
あ
ふ
れ
る 

笑
顔
咲
き
そ
ろ
う
ま
ち 

目指す区のすがた 将来像 

⑴ 愛着と誇りを持てる里山文化の創造 

⑵ 人と自然が調和した美しい景観の保全 

⑶ 脱炭素社会の構築 

⑴ 産学官、地域が連携したまちなか活性化 

⑵ 安心・安全なまちづくり 

⑶ 人がつながりともに支えあうやさしいまち 

⑷ 秋葉区の個性を活かして次世代を育むまち 

⑸ 交通網の整備と持続可能な地域公共交通の確保 

⑹ 協働によるまちづくり 

⑴ 歴史ある文化や宝物の積極的な情報発信 

⑵ 個性を活かした交流のあるまちづくり 

⑶ 文化の継承と創造による文化活動の振興 

⑷ 健康で豊かなスポーツ活動の振興 

⑴ 産業の振興 

⑵ 全国屈指の園芸産地の魅力発信と環境にやさ 

   しい安心・安全な農作物の供給 

⑶ 新潟薬科大学、商店街などとの連携 

⑷ 関係人口の拡大と移住促進 

目指す区のすがた実現に向けた取り組み 

秋葉区 区ビジョン基本方針 秋葉区 区ビジョンまちづくり計画 

Ⅰ 環境に配慮した潤い  

 とやすらぎのあるまち 

Ⅱ やさしさがあふれる 

  楽しく元気なまち 

Ⅲ 歴史と個性を活かす 

  まち 

Ⅳ 可能性を生み出し・ 

  育て・活かすまち 
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第三章 
 

秋葉区の現状と課題と 

まちづくりの方針 
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目指す区の姿 

Ⅰ 環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち 

⑴ 愛着と誇りを持てる里山文化の創造 

Ⅰ-⑴ 

◆区民との協働により、里山の環境保全や美しい 

   「里山」の景観の保全・再生を図ります。 

◆秋葉公園再整備基本構想に基づき、秋葉公園の 

   リニューアルを行い、公園の活性化や公園利用者 

   の利便性の向上を図ります。 

◆里山活動団体や関連施設等との連携を進め、に 

   いつ丘陵の情報発信体制づくりを推進します。 

   また、里山ビジターセンターを拠点として、里山 

   の魅力を案内するガイドによる情報発信を行う 

   とともに、次世代を担う人材育成を図ります。 

◆団体・施設等との連携により、にいつ丘陵の特色 

   を活かした活動・イベントにより、魅力的な体験 

   プログラムの展開を図って行きます。 

◆里山を持続的に利活用していくために、保全活 

   動の担い手不足や高齢化対策も含め、必要な協 

   働体制の支援を図ります。 

 

現状と課題 

●市民・企業・ボランティア・里山活動団 

   体などとの協働により森林整備を行 

   うとともに、担い手育成に努め、里山 

   環境の保全を推進してきました。 

   今後は、里山活動団体相互の連携強 

   化と活動のさらなる活性化や森林整 

   備を進めるとともに、森林所有者の 

   参画も求められます。 

●にいつ丘陵の公有地化を進め、市有 

   林にかかるスギ人工林の間伐を実施 

   することで、森林整備を行ってきまし 

   たが、秋葉区の森林面積の９０％を 

   占める個人所有林を含めた一体的な 

   整備により、里山の再生を行う必要 

   があります。 

まちづくりの方針 

菩提寺山遊歩道 

秋葉山「秋葉小夏」 

●「にいつ丘陵周辺マップ」の設 

   置、国の史跡に指定された「新津 

   油田金津鉱場跡」の遺構の保全・ 

   整備、「里山ビジターセンター」の 

   整備や情報発信などを進めてき 

   ました。今後は、里山活動団体と 

   の連携、にいつ丘陵に隣接する 

   歴史・文化施設などと連携し、よ 

   り一層の魅力発信に努める必要 

   があります。 

◆健康や運動が重視・推進される中、里山の環境を 

   活かしつつ個々の体力や志向に応じた多様な里 

   山ならではの癒しの効果の活用を図ります。 

◆にいつ丘陵では、多種多様な関連施設が存在する 

   とともに、里山活動団体等が多様な取り組みを続 

   けていて、これら関連施設同士の回遊性を高める 

   ことで里山のにぎわいを増やします。  

◆「体験型の学びの場」や「子育ての場」、「健康づく 

   りの場」や「観光交流の場」として里山の活用を進 

   めます。 
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目指す区の姿 

Ⅰ 環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち 

⑵ 人と自然が調和した美しい景観の保全 

Ⅰ-⑵ 

現状と課題 

●阿賀野川水辺プラザを安らぎの場や交流の場とし 

   ての利用促進を図るため、阿賀野川フェスティバ 

   ルを開催し、広く周知を図りました。また、信濃バ 

   レー親水レクリエーション広場、雁巻緑地・信濃川 

   親水緑地公園と合わせて、環境整備を継続し、良 

   好な水辺空間を維持していく必要があります。 

●新津川、能代川及び小阿賀野川の遊歩道の環境 

   整備を継続し、地域の身近な自然環境を維持して 

   いく事が求められています。 

 

 

●地域との協働による新津川除草クリーン作戦を実 

   施し、環境の保全・美化を図りました。これにより、 

   まちなかでの豊かな地域資源の存在が区内外か 

   ら認識され、新津川を核とした交流が活発になり 

   ました。 

●区民との協働により、清掃活動や不法投棄防止活 

   動、ごみのぽい捨て禁止等啓発活動、ごみの正し 

   い分別と減量化などに取り組んできました。今後 

   も引き続き環境に配慮した「リデュース」「リユー 

   ス」「リサイクル」の「３Ｒ（スリーアール）活動」が求 

   められています。 

阿賀野川 

新津川除草クリーン作戦 

●原油の分離回収を行うとともに、突発的な原油噴 

   出事案には油吸着材などで対応し、水路への原油 

   流出防止と公共水域の水環境保全に努めてきま 

   したが、原油の自噴が散発している地区があるこ 

   とから、引き続き適切な対応が求められていま 

   す。 

 

 

 

 

●下水道や合併処理浄化槽の整備により、衛生的で 

   快適な市民生活を確保してきました。今後、総合 

   的な汚水処理の方針により、公共下水道施設の新 

   規整備が令和７年度頃までで終了します。下水道 

   接続率も約９割となっていますが、更に下水道へ 

   の接続に理解が得られるよう、広報に努める必要 

   があります。 

朝日沈砂池 
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まちづくりの方針 

◆区民との協働により、新津川、能代川および小 

   阿賀野川の遊歩道の利用環境を整備し、利用者 

   の増加と健康づくりを推進します。 

 

 

◆快適な生活環境を確保するため、ぽい捨て等及 

   び路上喫煙の防止に関する条例の推進と、ぽい 

   捨てをはじめとする不法投棄防止の啓発に努め 

   ます。  

◆さらなるごみの減量に向け、資源物などの分別 

   徹底と、廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使 

   用（リユース）、再生利用（リサイクル）の３Ｒ（ス 

   リーアール）活動を推進します。 

 

◆河川など公共用水域の水質を保全するため、自 

   然に湧出する原油の流出防止に努めます。 

◆水質保全を図る下水道への接続を促進するた 

   め、助成金制度等の広報に努めます。 

目指す区の姿 

Ⅰ 環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち 

⑵ 人と自然が調和した美しい景観の保全 

Ⅰ-⑵ 

◆区民との協働により、里山の環境保全や美しい 

   「里山」の景観の保全・再生を図ります。(再掲） 

◆秋葉公園再整備基本構想に基づき、秋葉公園の

リニューアルを行い、公園の活性化や公園利用者

の利便性の向上を図ります。（再掲） 

秋葉湖 

秋葉山キャンプ場 

新津川遊歩道 

◆信濃川親水緑地公園や阿賀野川水辺プラザな 

   ど水辺空間の保全と利用促進を図ります。 
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目指す区の姿 

Ⅰ 環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち 

⑶ 脱炭素社会の構築 

Ⅰ-⑶ 

◆再生可能エネルギーを活用し、自立分散型の電 

   源として、避難所の非常電源の確保など災害対 

   応力の向上を図ります。 

◆脱炭素社会構築の取り組みと秋葉区の社会的課 

   題を解決する取り組みを結びつけ、新たな産業 

   や付加価値を生み出し、まちの活力につなげま 

   す。さらに、そのプロセスの中に、地域内で資金 

   を循環させ地域の活力向上を目指します。 

現状と課題 

●秋葉区の豊かな自然環境を良好に維持し、次世代に引き継ぐ責務があることから、再生可能エネルギー 

   の導入や環境学習の実施など、脱炭素型社会の実現に向けた取り組みを進めてきました。「脱炭素型社 

   会」を構築するには、環境に配慮したライフスタイルへの転換を図るとともに、再生可能エネルギー導入 

   の加速化や脱炭素型社会に向けた意識の醸成が必要です。 

まちづくりの方針 

秋葉区役所庁舎 

◆市民と協働した取り組みにより、環境に配慮した 

   ライフスタイルへの転換を目指します。  

◆太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進 

   や電気自動車の活用、秋葉区が保有する資源の 

   活用などにより、脱炭素型・循環型・自然共生型 

   社会の実現に向け、秋葉区が率先して行動する 

   まちを目指します。  

◆脱炭素型社会の実現に必要な人づくりを行うた 

   め、学校などにおける環境教育・環境学習の推進 

   を図ります。  
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目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑴ 産学官、地域が連携したまちなか活性化 

Ⅱ-⑴ 

◆まちなかキャンパスの機能を活かし、大学、商店街、地域 

   が連携した、活気に満ち溢れたまちづくりを推進しま 

   す。 

◆まちなかの賑わいを創出するためイベントの開催を通じ 

   て、新潟薬科大学生など、若者との協働を推進します。 

◆学生が区内で活動する機会として、今後も新潟薬科大学 

   のカリキュラムである「キャリア形成実践演習」を支援、 

   協力するため、商工会議所、商店街などの団体と連携し 

   ていきます。 

現状と課題 

●新津駅東口の「新潟薬科大学新津駅前キャンパス」が 

   設置され、学生がまちなかで活動する取り組みが本 

   格化しました。また、令和5年度に医療技術学部と看 

   護学部が新設されることから、さらなる活気が期待 

   されます。 

   今後はこれまでに培った産学官の連携を基に、まち 

   なか活性化に資する新たな取り組みも検討していく 

   必要があります。 

まちづくりの方針 

新潟薬科大学新津駅東キャンパス 

大学生による体験講座 

まちなかイベントへの大学生参加 

大学生参加の新津川除草クリーン作戦 
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目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑵ 安心・安全なまちづくり 

Ⅱ-⑵ 

現状と課題 

●自主防災組織の結成促進に努めましたが、未結成 

   地域の解消には至っていません。また、より一層 

   の地域防災力の向上のため、その組織力の強化 

   が求められています。 

●災害時に支援が必要な障がい者や高齢者が登載 

   されている「避難行動要支援者名簿」を、支援協 

   力が可能な自主防災組織などに配布しています。 

   しかし、名簿未配布地域があることから、その解 

   消に向けて、引き続き連携・協力を進める必要が 

   あります。 

●「総合ハザードマップ」を配布するなど、区民への 

   防災情報の周知を行いました。また、緊急時の情 

   報伝達手段の多様化を図り、迅速かつ正確な情 

   報伝達の実現に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●指定避難所の耐震化はすべて完了し、避難所の 

   備蓄物資も順次整備して、避難所の環境整備を 

   図ってきました。今後は、避難所の運営を円滑に 

   実施するため、地域と協力した運営体制の強化が 

   必要となっています。 

●洪水時の対策として堤防高の確保ともぐり橋の 

   解消を進めるため、国と連携し信濃川の小須戸橋 

   架替え事業に着手しました。 

●排水不良個所の整備を進めた結果、市街地周辺 

   地域にも浸水被害の軽減が図られましたが、今後 

   も、計画的な維持管理を実施する必要があります。 

自主防災組織訓練 

交通安全街頭指導所 

●地域の実情に合わせた浸水対策施設の整備や、 

   浸水脆弱地域における応急対策などによる浸水 

   軽減に努めながら、自助・共助を含む総合的な浸 

   水対策を進めてきました。集中豪雨の多発や都市 

   化の進展に伴う内水氾濫の被害が増大する中、 

   効率的な整備を推進するため、地区の状況を踏 

   まえた計画的な施設整備を進めるとともに、自 

   助・共助の強化を図る必要があります。 

●子ども見守り隊をはじめとしたボランティア活動 

   により、「地域の子どもは地域で守る」という意識 

   が高まってきています。今後は、地域での見守り 

   に加え、子ども自らの判断で危険から回避できる 

   能力を身に付ける学習の場などが必要とされて 

   います。 

●高齢者を標的にした「特殊詐欺」などの被害防止 

   のため、警察と連携し防犯意識の啓発に努めてき 

   ましたが、被害の発生が後を絶たないため、さら 

   なる高齢者への防犯知識普及が必要です。 

●幼児・児童・高齢者を対象に交通安全教室を開催 

   していますが、特に高齢者の関係する交通事故の 

   割合が増加していることから、高齢者を対象とし 

   た交通安全教育の推進が急務となっています。 
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目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑵ 安心・安全なまちづくり 

Ⅱ-⑵ 

◆自主防災組織未結成地域の解消を図り、自主防 

   災組織の組織力強化を進めます。 

◆「避難行動要支援者名簿」の未配布地域の解消に 

   努め、「地域の助け合い」による、支援の推進に努 

   めます。 

◆多様な手段による迅速な情報伝達に努め、誰も 

   が必要な情報を得ることができるまちづくりを進 

   めるとともに、区民自らによる積極的な情報収集 

   の必要性を啓発し、防災知識の普及に努めます。 

◆避難所運営を円滑に実施するため、地域と協力し 

   た運営体制の構築を図ります。 

 

 

 

 

 

◆子どもの安全確保に加えて、地域住民の避難所 

   として学校施設の環境整備を図ります。  

◆再生可能エネルギーを活用し、自立分散型の電源 

   として、避難所の非常電源の確保など災害対応力 

   の向上を図ります。（再掲） 

◆浸水被害の軽減に向け、排水施設の維持補修を 

   計画的に進め、ハード・ソフト一体となった総合的 

   な浸水対策を推進します。 

◆安全な通行確保のため、道路の維持補修を計画 

   的に進めます。 

◆持続可能な下水道サービスを提供するため、下水 

   道施設の計画的な改築・更新による機能確保と、 

   併せて大規模地震が発生した際、区民生活に及 

   ぼす影響を最小限に止めるため、下水道施設の 

   耐震化を推進します。 

まちづくりの方針 

◆地域住民や保護者、警察などと連携した「子ども 

   見守り活動」を推進するとともに、子どもが自ら 

   の判断で危険を回避できる知識や技術の習得を 

   図ります。 

◆子どもたちの通学路における交通安全の確保を 

   図るため、警察などと連携した通学路の合同点検 

   を定期的に行うとともに、必要な対策を実施しま 

   す。 

◆「特殊詐欺」などの被害から高齢者を守るため、 

   警察と連携し、防犯意識の啓発と知識の普及に努 

   めます。  

 

 

 

 

◆あらゆる世代に対し、交通安全意識の普及に努め 

   るとともに、加齢に応じた望ましい運転の在り方 

   等に係る交通安全教育等の推進や先進安全技術 

   等の活用の啓発に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大型獣などが頻繁に出没する地域特性を踏まえ、 

   人身被害を未然に防ぐ対応策などについて、啓 

   発に努めます。 

サポカー体験 
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●現在、秋葉区は約３人に１人が６５歳以上で、市内 

   でも高い高齢化率となっており、令和２７年 

   （2045年）には、約2.5人に１人が６５歳以上とな 

   る推計が出ています。平均寿命を延伸し、いかに 

   健康で暮らしていけるかが重要となっている中、 

   地域全体で高齢者の在宅生活を支える生活支援 

   サービスの重層的な提供が求められています。 

●経済的に困窮し、生活に不安を抱える人の相談が 

   増えています。また、ＤＶ（ドメスティック・バイオレ 

   ンス）などの女性に関する相談が増加する中、相 

   談しやすい環境づくりがさらに重要となっていま 

   す。 

●人口減少、少子・超高齢社会の中で、人々の価値 

   観の変化や人間関係の多様化により、求められる 

   福祉サービスも多岐にわたり、複雑化・複合化し 

   ています。 

●誰もが安心して健康に暮らせる地域づくりのため 

   には、行政だけでなく、コミュニティ協議会や自治 

   会、民生児童委員などのほか、区社会福祉協議 

   会、地域包括支援センター、子育て支援センター、 

   障がい者施設など、だれもが地域の一員として互 

   いに連携し、協力することが必要です。 

 

目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑶ 人がつながりともに支えあうやさしいまち 

Ⅱ-⑶ 

現状と課題 

●核家族化や共働き家庭の増加、近所付き合いの 

   希薄化などが進む中、不安感や負担感を抱きなが 

   ら子育てをしている親が増え、育児不安や子ども 

   虐待の相談などが増加しています。そのため、早 

   い段階から妊娠・出産・育児等の相談を身近で安 

   心して出来る環境づくりに向けた取り組みが必要 

   です。 

 

 

 

 

 

 

 

●秋葉区は働き盛り世代の特定健診受診率が低い 

   傾向にあるため、受診率を向上させ、若いころか 

   ら持続可能な体づくりを行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●身体・知的・精神などの障がい種別を問わない総 

   合的・複合的な相談への需要が高まっています。 

   また、障がい者虐待や病院・施設から地域への移 

   行、就労支援など、多様化する障がい者の福祉 

   ニーズに対応できるよう関係機関と連携し、相談 

   支援体制を強化する必要があります。 



 

26 

◆複雑化・複合化する地域課題と支援ニーズに対応 

   するため、様々な機関と協働し包括的に支援する    

   重層的支援体制を構築します。 

◆地域住民が安心で快適な生活を送ることができ 

   るよう、コミュニティ協議会や自治会、民生委員児 

   童委員など、人を支える組織と連携・協働し、年齢 

   や性別、障がいのある人もない人も、誰もが思い 

   やりを持ち、互いの人権を尊重しながら安心して 

   暮らせる地域づくりを推進します。 

◆学校開放などにより地域活動の場としての活用 

   を進めます。 

目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑶ 人がつながりともに支えあうやさしいまち 

Ⅱ-⑶ 

◆地域で安心して子育てができるよう、ライフス 

   テージに応じた切れ目のない支援を行います。 

   環境づくりと支援体制の一層の拡充・強化を図り 

   ます。 

◆子どもの誰もが、人格と人権を持った一人の人間 

   として尊重されるよう、温もりある支援を行いま 

   す。 

◆子どもから高齢者までの全世代を対象に、地域や    

   関係機関と協働しながら食事や運動などをテーマ 

   とした健康づくりに取り組むなど、いきいきと暮 

   らすためのからだづくりを推進します。 

◆関係機関と協力しながら障がい者が地域で安心 

   して暮らせるための環境づくりや相談支援体制の 

   強化、就労支援の充実を図ります。 

◆高齢者があらゆる世代の人たちと一緒に楽しく集 

   い、仲間づくりをできる場が確保されるよう、人 

   が集い交流し合う拠点づくりを支援し、住み慣れ 

   た地域で安心して生活できるよう、地域全体で支 

   え合うネットワークづくりを進めます。 

◆経済的に困窮し、生活に不安を抱える人やＤＶ（ド 

   メスティック・バイオレンス）被害者の相談、女性に 

   関する相談など、様々な困りごとについて、相談 

   窓口を周知し、相談しやすい環境づくりに努めま 

   す。 

まちづくりの方針 

フレイル予防教室 

子育て支援センター 
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◆家庭教育の自主性を尊重し、子育て中の親などへ 

   学習機会及び情報の提供を行うことで家庭教育を 

   支援するとともに、参加者同士の仲間づくりを進 

   めます。 

◆青少年の健全育成を図るため、青少年の体験活動 

   や異年齢交流などを推進します。 

◆大学・高校や小中学校などすべての教育機関が地 

   域と一体となって子どもたちの成長を支えるとと 

   もに、地域課題を共有し、協働により課題解決に向 

   けた取り組みを進めます。 

◆団体・施設等のネットワークとその連携により、秋 

   葉丘陵の特色を活かした活動・イベントや、より多 

   彩で魅力的な体験プログラムの展開を図って行き 

   ます。（再掲） 

目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑷ 秋葉区の個性を活かして次世代を育むまち 

Ⅱ-⑷ 

◆脱炭素型社会の実現に必要な人づくりを行うた 

   め、学校などにおける環境教育・環境学習の推進 

   を図ります。（再掲） 

◆秋葉区固有の宝物を子どもたちの学びと育ちに活 

   用し、ふるさとへの愛着と誇りを持ってもらうこと 

   で、将来のまちづくりを担う人材を育成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ふるさと愛を育むため、地域の自然や施設などを 

   訪ねる校外学習活動を積極的に推進します。 

◆地域の連携により、子どもたちのコミュニケーショ 

   ン能力や社会性を育みます。 

現状と課題 

●老朽化した遊歩道の再整備を実施したほか、石油の里公園内に炭焼 

   き・木工体験施設を整備しました。今後も、約２３ｋｍの遊歩道の適切 

   な維持管理のために、里山団体の活動の支援を検討する必要があり 

   ます。 

●地域と学校パートナーシップ事業では、地域の大人との交流により、 

   子どもたちが認めてもらえる機会の増加がみられ、社会性の育成が 

   図られました。学校では、この事業の推進を図っていますが、地域ボ 

   ランティア等、地域人材の確保が課題となっています。 

●区内にある地域資源や公共施設の積極的な利用を進め、子どもたち 

   に身近な地域であるという認識を一層深めてもらうため、コミュニ 

   ティ協議会などとの連携により、ボランティア活動や地域住民との世 

   代間 交流を引き続き実施していく必要があります。 

まちづくりの方針 

菩提寺山遊歩道入口 

オイルサンド層 
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●冬期間の交通確保に向け、地域要望などを考慮 

   し、除雪体制を拡充してきました。また、令和2年 

   度の異常降雪による交通障害を検証し、大雪災害 

   時の除雪体制の見直しを行いました。引き続き体 

   制の維持を図りつつ、自助・共助・公助のもと効率 

   的かつ持続的な体制の充実が必要です。 

 

●地区懇談会や自治会要望の多い道路改良、側溝整 

   備、舗装新設は、計画的に実施する必要がありま 

   す。 

●矢代田駅周辺整備関連事業と合わせ小須戸サイク 

   リングロードを整備しました。旧小須戸町の旧新津 

   市境から田上町境界近くまでのＪＲ信越本線沿い 

   に、自転車・歩行者が快適に利用できる道路空間 

   を確保できました。 

目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑸ 交通網の整備と持続可能な地域公共交通の確保 

Ⅱ-⑸ 

現状と課題 

●キャッシュレス決済の導入など、区バス利用者の利 

   便性も向上したものの、路線バス・区バスが運行さ 

   れていない地域など移動手段の確保が必要な地 

   域があります。実態調査などニーズ把握を行い、Ｊ 

   Ｒや既存路線バスなどを考慮しながら、区バスの 

   運行ダイヤやルートの適正化を検討していく必要 

   があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自治協議会において地域と協働で移動手段の確 

   保に向けた検討を行いました。さらに移動手段の 

   確保が必要な地域でのニーズ把握や持続可能な公 

   共交通網の整備に向けた調査・検討していく必要 

   があります。 

●区内の地域間の連携や移動時間短縮を図るため、 

   国道４０３号秋葉消防署交差点付近や、地域の幹 

   線道路として荻川新津線、結第６号市之瀬線、北浦 

   線、鎌倉横川１号線の整備を行いました。 

●新津西スマートＩＣが完成し、新潟市中心部や北陸 

   道とのアクセス・利便性が向上しました。新潟中央 

   JCT方面への出入口のみのハーフICのため、磐越 

   道の福島方面へのアクセス向上が望まれていま 

   す。 

●国道４０３号小須戸田上バイパスの延伸、主要地方 

   道白根安田線・大安寺第５号大関線の歩道整備、 

   主要地方道新潟小須戸三条線の車道拡幅整備を 

   行い、交通環境の改善、歩行者の安全確保、運転 

   の安全性確保を図りました。引き続き、国道４０３ 

   号の4車線化、国道４６０号の小合バイパスの整備 

   について、検討が必要です。 

区バス 国道460号線除雪作業 

小須戸サイクリングロード 
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◆区バスの利便性の向上と利用促進を図り、公共交 

   通機関のＰＲを行います。 

◆持続可能な公共交通を目指し、交通事業者、関係 

   団体や地域と連携を深めながら、新規利用者の拡 

   大を図るとともに地域の実情に応じた日常生活 

   に必要な移動手段を検討します。  

◆路線バス再編を踏まえ、主要な区中心部や公共交 

   通結節点につながる幹線路線を中心に、交通事 

   業者、地域と共に、より便利なバス路線網の構築 

   を検討します。 

◆現在施工中の新潟中央環状線や小須戸橋の架け 

   替え等の進捗状況を踏まえながら、国道４０３号 

   の4車線化、国道４６０号の小合バイパスの整備に 

   ついて、検討を進めます。 

◆関係機関と連携を図りながら、通学路などの交通 

   安全施設の整備を進め

まちづくりの方針 

目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑸ 交通網の整備と持続可能な地域公共交通の確保 

Ⅱ-⑸ 

新小須戸橋（イメージ） 

◆磐越道の福島方面へのアクセス性向上のため、高 

   速道路や国道などの既存のインフラ施設の利活 

   用を検討します。 

◆冬期間の交通確保のため、除雪体制の拡充を図 

   ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地元要望に対応した道路改良、側溝新設、舗装補 

   修などを、緊急性の高い所から計画的に実施しま 

   す。 
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目指す区の姿 

Ⅱ やさしさがあふれる楽しく元気なまち 

⑹ 協働によるまちづくり 

Ⅱ-⑹ 

現状と課題 

●地域課題解決に向け、区自治協議会委員が自ら、 

   提案事業を実施してきました。今後自治を深化さ 

   せるためには、さらに自治協議会の認知度を高 

   め、活動を活性化させる必要があります。 

 

●地域力と市民力を活かす自立したまちを目指し、 

   コミュニティ協議会と協働で地域課題の解決を探 

   る地区懇談会を開催し、区民の声を区政に反映さ 

   せました。コミュニティ協議会や自治会・町内会の 

   自主的活動を支援し、地域住民主体による地域づ 

   くりの推進が図られました。今後は、コミュニティ 

   協議会などとの連携をさらに深めるとともに、福 

   祉や学校関係者なども含め、地域づくりに関わる 

   関係者との協働によるまちづくりを推進する必要 

   があります。 

まちづくりの方針 

◆自治の深化に向け、自治協議会の認知度をさら 

   に高めるとともに、更なる協働の推進を図り、地 

   域課題の解決に取り組みます。 

403号フラワーロード植栽 

自治協議会ワークショップ 

自治協議会提案事業「ひな・お宝めぐり」 

●コミュニティセンターなどの施設を地域活動の拠 

   点として機能充実を図る必要があります。 

●地域と学校パートナーシップ事業では、地域教育 

   コーディネーターを各学校に配置し、学校の教育 

   活動が充実したほか、地域住民にとっても生涯学 

   習の発揮の場や仲間づくり、地域づくりにつなが 

   りました。学校運営協議会と連携し、地域総がか 

   りの教育について更なる啓発を行い、地域の子ど 

   もは地域で育てる気運の醸成を図っていく必要 

   があります。 

◆コミュニティ協議会やＮＰＯ、ボランティア団体な 

   どとの連携を図り、協働のまちづくりを推進しま 

   す。 

◆市民団体が自主的・自発的に取り組む公益活動を 

   支援します。  

◆学校と社会教育施設、地域との様々な活動を結 

   ぶネットワークづくりや協働事業などを拡充し、 

   地域総がかりの教育をさらに推進します。 

◆区教育ミーティングを開催し、地域の声を教育行 

   政に反映させます。 

◆地域主体のコミュニティづくりと地域を支える人 

   材・団体の育成に努め、学・社・民の融合により地 

   域全体による子どもの学びにつなげます。  
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目指す区の姿 

Ⅲ 歴史と個性を活かすまち 

⑴ 歴史ある文化や宝物の積極的な情報発信 

Ⅲ-⑴ 

◆区だより、ホームページ、SNSやコミュニティＦＭ 

   などを活用し、地域固有の優れた資源を積極的 

   に活用するとともに情報発信します。 

◆秋葉区内の個性豊かな文化・宝物の利活用や情 

   報発信について、区内の施設が連携し、一体と 

   なって取り組みます。 

◆国の史跡がある石油の里公園を近代エネルギー 

   産業の発祥の地として、さらに将来の脱炭素社 

   会について考えるための場ともなるように、保全 

   と整備を進めて情報発信します。 

現状と課題 

●国の史跡に指定された、石油の里公園「新津油田 

   金津鉱場跡」の遺構の保全・整備に努めてきまし 

   た。石油の世界館周辺は石油採掘に使われた産業 

   遺産が数多く残っているため、区民と協働しなが 

   ら、秋葉区の石油文化を新潟市の地域資源の一つ 

   として、さらに普及啓発していく必要があります。 

●区内に点在する文化遺産の有効活用に努め、区外 

   に積極的に情報発信していくことが求められてい 

   ます。 

●令和元年に開所した新津駅前の「あ！キハ観光案 

   内所」を観光の基軸にすえ、鉄道文化のさらなる深 

   化を進めてきました。今後も、鉄道の関連団体など 

   との連携をさらに強固にするとともに、魅力ある 

   情報発信を継続していく必要があります。 

まちづくりの方針 

ＳＬばんえつ物語 

満願寺稲架木並木 新津油田金津鉱場跡 Ｃ３号井 

●江戸時代から花き・花木の栽培が盛んに行われ、

鉢花の一大産地となっており、日本で初めて商業

用の球根栽培を始めた歴史があります。近年は、消

費減少のなかで、生き残っていくために、売れる商

品、売れる仕組みづくりが求められています。  

◆鉄道文化の継承と県内外へ情報発信するため、 

   JR新津駅、新津鉄道資料館、にいつ鉄道商店街、 

   新津観光協会などと引き続き連携していきま 

   す。 

◆今後も新品種の作出が重要なため県園芸研究セン 

   ター連携し、育種状況や今後の方向性など協議を 

   進めていきます。  
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目指す区の姿 

Ⅲ 歴史と個性を活かすまち 

⑵ 個性を活かした交流のあるまちづくり 

Ⅲ-⑵ 

◆集客力のある地域のまつりや伝統芸能などを観 

   光資源として活用します。 

◆花産業、鉄道、石油産業遺産、町屋といった秋葉区 

   の個性を活かし、さらに区内の観光関連施設など 

   と連携し、魅力ある観光資源としてさらに磨き上 

   げます。 

現状と課題 

●新津観光協会を通じて、地域の伝統芸能の活動を支援するな  

   ど、イベントへの地域団体の参画機会を創出してきました。 

●弥生時代の環濠集落や県内最大の円墳が復元整備されてい 

   る国史跡「古津八幡山遺跡」と「新津油田金津鉱場跡」につい 

   て、情報発信を推進し、来訪者の増加を目指す必要がありま 

   す。 

●史跡古津八幡山弥生の丘展示館、県立植物園などの関係機 

   関と連携しながら、花と緑のふるさと公園において「にいつ 

   花ふるフェスタ」を実施してきました。立地的に集約している 

   ことを活かした相乗効果の高い一体的な広報を行っていくこ 

   とが課題となっています。 

●観光ボランティアガイドによる、様々な文化・観光施設を結び 

   付けた案内を実施しています。引き続き、観光ボランティアガ 

   イドの養成を行う必要があります。 

●文化遺産や、個々の学びを発信し、まちづくりにつなげる方策 

   を検討する必要があります。 

まちづくりの方針 

新津夏まつり 

ポンピングパワー１号機 

新幹線とＣ５７ 

小須戸燈篭押合いまつり 

◆史跡を適切に保全し、次世代へと確実に伝達して 

   いくために保存活用計画に則して史跡の保存活用 

   を行っていきます。また、未指定地の追加指定を 

   目指し、史跡周辺の確認調査を継続して実施しま 

   す。 

◆各地に残された有形・無形の文化遺産を保存・継 

   承し、それらを地域づくりに活用します。 
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まちづくりの方針 

目指す区の姿 

Ⅲ 歴史と個性を活かすまち 

⑶ 文化の継承と創造による文化活動の振興 

Ⅲ-⑶ 

◆文化会館を核とした文化活動の振興を図り、新た 

   な文化の創造を進めます。 

◆各地に残された有形・無形の文化遺産を保存・継 

   承し、それらを地域づくりに活用します。（再掲） 

現状と課題 

●様々な文化・芸術事業を通じて、文化会館が地域のまちづく 

   り・ひとづくりの中心的役割を担えるよう運営していくとと 

   もに、更なる文化活動の活性化と文化を創造する人財の育 

   成を進める必要があります。 

●秋葉区内の芸能部門の成果発表の機会を提供することで、 

   創作意欲の向上と地域文化活動の推進を図りました。 

●秋葉区内の美術愛好家の作品発表の場を提供することで、 

   創作意欲の向上と地域文化活動の推進を図ってきました。 

●区民と協働しながら、地域固有の豊かな自然環境や文化資源をテーマに、学習活動への 

   取り組みを進める必要があります。 

⑷ 健康で豊かなスポーツ活動の振興 

◆総合体育館を核としたスポーツ活動の振興を図り 

   ます。 

◆多様なスポーツ需要に応えられるようにするた 

   め、区内スポーツ施設の機能点検を定期的に実施 

   し、計画的な整備を検討します。 

◆各種スポーツ大会を各競技団体と連携して開催す 

   るとともに、地域に根差した生涯スポーツの振興 

   を図り、事業の普及のため、各種の教室・講習会な 

   どの充実を図ります。 

現状と課題 

●区民の生涯スポーツ、競技スポーツの拠点である総合体育館 

   を、競技力の向上、スポーツ人口の増加、健康づくりなどの中 

   心的役割を担えるよう運営していく必要があります。 

まちづくりの方針 

フットサル大会 

◆地域の芸術、地域資源を活かした学習活動を推進 

   します。 

◆ジュニア育成と競技力の向上を図り、各種大会の 

   開催と一環指導の確立、競技間の相互交流を進め 

   ます。 

◆スポーツや健康づくりの相談体制を整備するとと 

   もに、運動と健康がつながるまちづくりを推進し 

   ます。 

あるてぃすと 劇場企画『MOMO』@秋葉区文化会館  

(c)yoshitaka 
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●新津商工会議所、小須戸商工会への支援や空き 

   店舗対策、秋葉区独自の地域資源を活かしたまち 

   づくりを協働で支援してきました。今後も引き続 

   き、新津商工会議所、小須戸商工会や農商工関連 

   団体などと連携し、時代のニーズに応じた支援や 

   活性化対策を講じていく必要があります。 

 

まちづくりの方針 

目指す区の姿 

Ⅳ 可能性を生み出し・育て・活かすまち 

⑴ 産業の振興 

Ⅳ-⑴ 

◆商工会議所・商工会などと連携し、地域経済の活 

   性化を図ります。 

◆今後も、農業経営の改善に意欲的な農業者を、 

   国・県・市の各種補助事業による支援を行い、所 

   得確保に努めます。 

◆県園芸研究センターと連携して品種改良などの 

   研究に努めます。  

◆農業関係機関と連携して品種改良などの研究に 

   努めます。 

◆区の産業の活性化と雇用の場の創出に努めると 

   ともに、ハローワーク新津と連携した取り組みを 

   進めます。 

現状と課題 

アザレア生産ハウス 

●秋葉区は、米をはじめ野菜、果樹、花、畜産にも取 

   り組んでいます。米の収入に依存する割合が非常 

   に高く、需要変動により所得が不安定になりやす 

   い状況です。また、高収益作物の栽培には、労働 

   力の確保が必要です。  

●県園芸研究センターと花き出荷組合内のアザレア 

   部会と連携し、育種状況や今後の方向性など現 

   物の評価を継続し、意見交換を行っています。今 

   後も新品種の作出が重要なことから、県園芸研究 

   センターと農業者との関係性維持が重要であり、 

   品種の維持のため生産販売計画を策定し販売促 

   進を図っています。  

◆脱炭素社会構築の取り組みと秋葉区の社会的課 

   題を解決する取り組みを結びつけ、デジタル技術 

   などの先端技術の活用を推進することで、新たな 

   産業や付加価値を生み出し、まちの活力につなげ 

   ます。さらに、そのプロセスの中に、地域内で資金 

   を循環させ地域の活力向上を目指します。（再掲） 

◆秋葉区ならではの豊富な食材、優れた人材、脱炭 

   素技術、交通インフラを最大限に活用し、多種多 

   様な企業や人材が協業・共創するための環境を整 

   え、新規企業の誘致を推進します。 

もち麦収穫 
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目指す区の姿 

Ⅳ 可能性を生み出し・育て・活かすまち 

⑵ 全国屈指の園芸産地の魅力発信と環境にやさしい安心・安全な農作物の供給 

Ⅳ-⑵ 

◆全国屈指の花き・花木のさらなる販路拡大を農業 

   者・農業者団体と一体となって取り組みを推進し、 

   新規就農者へ技術および知識の習得や意欲ある 

   担い手が安定して営農継続できる環境整備を行う 

   など、多様な担い手を確保・育成に努めます。   

◆農産物のブランド化、環境保全型農業の推進や機 

   械化体系が確立した高収益作物の導入支援に取り 

   組みます。また、農産物直売所の取組を支援し、秋 

   葉区産農産物を選んでもらえる消費者（応援団）  

   の増加に努めます。 

◆圃場整備事業を行い、農業生産基盤を強化しま 

   す。 

 

現状と課題 

●首都圏や遠方市場で、花き・花木の産地ＰＲを行っ 

   ています。ＰＲ活動による効果が見えづらいところ 

   もありますが、市場関係者からのニーズを捉える 

   絶好の機会となっています。 

   今後、高齢化が加速する中で、担い手の確保は非 

   常に大きな問題です。加えて後継者がいない農業 

   者も増加しており、栽培技術の円滑な継承が深刻 

   化して行くことが考えられます。 

●圃場整備事業をはじめ、農道整備や排水路整備に 

   ついて、関係機関と連携して年次的に取り組んで 

   きました。 

まちづくりの方針 

大麦（秋葉の里 白雪もち麦） 

ボケ 

●化学肥料や化学合成農薬を5割以上低減する取 

   組と合わせて行う、地球温暖化防止や生物多様性 

   保全等に効果の高い営農活動を支援しています。 

   今後は、農業者の離農等により環境保全型農業の 

   面積が減少していくことが考えられます。  

◆みどりの食料システム戦略の方向性を踏まえ、脱 

   炭素化を進めるとともに、環境負荷を低減した農 

   業生産を推進し、持続可能な農業の実現に努めま 

   す。 

◆環境負荷の少ない農業の実現に向け、化学合成肥 

   料・化学合成農薬の低減とともに、堆肥を利用した 

   土づくりのほか、水田での中干しの期間延長や秋 

   耕などを推進し、土壌への炭素貯蔵や地球温暖化 

   防止の取組に努めます  
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目指す区の姿 

Ⅳ 可能性を生み出し・育て・活かすまち 

⑶ 新潟薬科大学、商店街などとの連携 

Ⅳ-⑷ 

◆新潟薬科大学、商店街、地域との連携をさらに進 

   め、農商工連携と産学官連携による企業の誘致 

   を支援します。  

現状と課題 

●新潟薬科大、新津商工会議所と連携して「まちなか活性化実行委員会」を組織し、「まちなか」・「健康」・ 

   「里山」の各部会の取り組みにより産学官連携によるまちなか活性化、健康づくり、里山の魅力発信を有 

   機的に結び課題解決に向けた取り組みを行ってきました。引き続き連携を強固なものにして、取り組み 

   のさらなる深化を図る必要があります。 

⑷ 関係人口の拡大と移住促進 

◆区内で活動する民間団体と協働して、空き家・空き部屋や空き店舗を活用し 

   て、コワーキングスペースやシェアオフィスを確保し、テレワークを進める起業 

   や個人事業者を呼び込み、関係人口の増加へつなげ、個人事業者のネットワー 

   ク化を目指します。 

◆移住を希望する方の窓口として、移住相談デスクの設置とコンシェルジュの配 

   置を行うことで、積極的な情報発信ときめ細やかな移住相談など総合的なサ 

   ポートを行います。 

◆脱炭素社会構築の取り組みと秋葉区の社会的課題を解決する取り組みを結びつけ、デジタル技術の活用 

   を推進することで、新たな産業や付加価値を生み出し、まちの活力につなげます。さらに、そのプロセス 

   の中に、地域内で資金を循環させ地域の活力向上を目指します。（再掲） 

◆秋葉区ならではの豊富な食材、優れた人材、脱炭素技術、交通インフラを最大限に活用し、多種多様な企 

   業や人材が協業・共創するための環境を整え、新規企業の誘致を推進します。(再掲） 

現状と課題 

まちづくりの方針 

まちづくりの方針 

◆秋葉区の優位性を最大限に活かし、地元の大学等 

   と更なる連携を図りながら、次世代へ向けた新し 

   い技術や産業を生み出し、新たな可能性が育つま 

   ちを目指します。  

●新型コロナウイルス感染症の流行により、生活様式 

   や社会活動が変化しデジタル化が急激に進み、テレ 

   ワークやオンライン会合の増加により一部職種では、 

   地方でも十分に首都圏と同様に働けるようになり、 

   地方移住への関心の高まりにつながっています。 

●様々な分野で急速にデジタル化が進む中で、地理的 

   な制約、年齢、性別、障がいの有無等にかかわらず、 

   誰もがデジタル化の恩恵を実感できるよう支援して 

   いく必要があります。 

●地方移住の関心が高まるなか関係人口の拡大を図る 

   ため、起業を希望する個人事業主や地方でのテレ 

   ワークを希望する人が活動できる場所の確保が必要 

   です。 

●秋葉区への移住・定住に関心を持つ方が一元的に 

   情報収集ができ、気軽に相談できるような体制づ 

   くりや、それをサポートする関係団体からなるネッ 

   トワークの構築が必要となります。 
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第四章 
 

アキハスムプロジェクト 



 

38 

 秋葉区が取り組む、「アキハスムプロジェクト」は「住む」という視点で捉えた秋葉区の６つの魅

力（里山・食・花・鉄道・川・歴史）を挙げ、これらを立体的にデザインすることで、秋葉区に「住む」

価値などを提案し、移住・定住の促進を図る。住んでいる人も・住んだ人も「住んでて良かった」

と思えるプロジェクト。 

 区ビジョンに掲げる目指す区のすがた、それを実現するあらゆる施策・事業のすべてがアキハ

スムプロジェクトが掲げる理念の実現を果たすものであり、秋葉区の魅力向上と地域アイデン

ティティの醸成を目指します。 

「アキハスムプロジェクト」との関係 

アキハスムプロジェクト 

特設ホームページ 

Akihaマウンテンプレーパーク 
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里山と水に囲まれて 

花と緑あふれる 

笑顔咲きそろうまち 

秋葉区 区ビジョンまちづくり計画（令和５年３月） 
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